
【歌詞の意味】
1.（捕まえて食用にするために）野兎を追ったあの山や、
　（同じく食用にするために）小鮒を釣ったあの川よ。
　今なお心巡る思い出深き故郷よ。

2.父や母はどうしておいでだろうか、
　友は変わりなく平穏に暮らしているだろうか。
　風雨（艱難辛苦の比喩とも）の度に思い出す故郷よ。

3.自分の夢を叶えて目標を成就させたら、
　いつの日にか故郷へ帰ろう。山青く水清らかな故郷へ。


